
起動手順
１、表計算ソフトでCSV形式、UTF8のデーターが必要です

表計算データの並びは
番号 , 氏名 , 連名 , 郵便番号 , 住所１, 住所２, 会社名 , 役職名 , 敬称
の順であること

２、ターミナルから
atena -c csv ファイルのパス [-p 郵便番号と住所のチェック ] [-u 16 or 8 出力エンコード ]

csv ファイルパスはターミナルウインドウにCSVファイルをドロップ
-p チェックの有無　1：する　０：しない　デフォルトは「0：しない」
-u エンコードは utf8 か utf16　デフォルトは16のビッグエディアン

処理解説
１、CSV(UTF8) を配列に読み込む
２、先頭が数字で無いものは読み飛ばす。
　　これは喪中などの今回は処理したくないデータの為
３、名前を７字詰めにする
４、郵便番号のチェック
５、郵便番号を全角数字に
６、住所１と２を数字を漢数字に
７、半角英文字を全角に
８、パターン別に分ける
　　パターン１：個人名と住所のみ、
　　　　　　　　連名あり　敬称は様
　　パターン２：個人名が宛名　会社名と役職などが肩書きとしては入る
　　パターン３：会社名が宛先となる　敬称は御中
９、　パターン順、〒番号順にソートして出力する

InDesign などのレイアウトについて
　パターン１と２は同一の物が使える
　パターン３についてはそれ相当のレイアウトにする
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使用手順
１、出来上がった xxxxxxUTF16BE.csv を Indesign のデーター結合で処理します。
２、運悪くエラーなどがあって編集作業をする場合は再度最初のデーターから処理を行って下さい。
　　仕上がったUTF16BEで編集作業すると郵便番号やタイトル行がおかしくなります。

注意事項
クライアントからの入稿データーは変換できない漢字や記号が混ざっていたり、余計なところに半角
のブランクがあったりとします。
入稿データからAtenaEdit 用の並びにするさいに最新の注意をしながらデータを作成します

作成

MacOS 14.2.1
perl  v5.30.3
　特別なモジュール
 DBI  郵便番号データーベース使用
　　　郵便局サイトから全国郵便番号データーをDLしてDB化したもの
作成者　有限会社樋口印刷（伊東　祐三）
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#!/bin/sh
if [ $# -lt 1 ]
then
 echo shel start ------------------------------------------------------
 echo 宛名用ＣＳＶを縦書き用に編集します AtenaEdit501 shell
 echo 起動方法：atena -c xxx.csv -p [1:PostCheck  0:defa] -u [def 16 utf16BE 変換 ] 
 echo 仕上がりは xxxutf16BE.csv
 echo xxx.csv と同じディレクトリに出力されます
 echo ----------------------------------------------------------------
 exit 1
fi
echo $1
cd /Users/yuzo/Developer/source/perl/AtenaEdit
perl /Users/yuzo/Developer/source/perl/AtenaEdit/AtenaEdit501.pl $1 $2 $3 $4

echo "------- end -------- shell"
echo
exit

Shell に登録


